「KUR・Report及びTechnical・Reportの出版予定の確認についてのお願い」
今年度にKUR・Report及びTechnical・Reportの出版を希望される方は、予定されている出版物（KUR・Report、Technical・Report）、出版補助が必要かどうか、及びINISへの登録（下記に説明があります）等について以下の御回答欄に御記入のうえ、１０月２５日（金）までに出版委員会（syuppan@rri.kyoto-u.ac.jp）宛てにメールにて御連絡いただけませんでしょうか。
なお、平成２１年度より出版補助についての方針を下記に記しましたように変更いたしましたので、１０月２５日（金）の期限を過ぎますと出版補助が出来なくなる事を御了承願います。
＊また、今年度より年度内に納品が必要なものについては原稿提出期限を２月１４日(金)とさせていただきます。(CD版出版除く)２月１４日(金)以降に提出された場合は翌年度の納品となる事を御了承願います。

尚、翌年度納品となる原稿の出版費の支出及び補助金の算定については翌年度予算で行います。

御不明な点などがありましたら出版委員会までお問い合わせください。
----　御回答欄　---------------------------------------------------------------
平成２５年度内に出版予定がある方は、以下についての御回答を
１０月２５日（金）までにご連絡をお願いいたします。
１．　投稿者の氏名・所属・連絡先：

２．　出版物（KUR・Report、Technical・Report）：

３．　原稿提出時期：

４．　INISデータベースへの登録方法（[1]－[3]の中から選択）*：

５．　出版補助（必要、不要）：
-----------------------------------------　記　----------------------------
平成21年度より、KUR・Report及びTechnical・Reportの、INISデータベース（IAEAが中心となって運用されている国際原子力情報システム（INIS）による原子力関連文献情報のデータベース）への登録について、以下の3つより投稿者が選択出来るようにいたします。
[1] 全文電子化によるINISデータベースへの登録
[2] INISデータベースへ書誌情報だけを登録
[3] INISデータベースへ登録しない
出版委員会としましては、情報公開の精神に則りましてINISデータベースへの登録を推奨いたします。[１]および[２]のデータベースへの登録を選択された場合には、著作権譲渡承諾書を提出していただく必要があります。提出方法等については投稿規定（出版委員会のホームページ上に掲載）より御確認いただけます。
また、これと関連しまして、出版補助については以下のように改正いたします。
· 年度毎の出版件数およびINISデータベースへの登録などに応じて出版金額を補助します。この際に原則として、[3]の“INISデータベースへ登録しない”を選択した場合には補助は行いません。また、[1]と[2]への補助金額の割合は、2：1とする予定です。
なお、[1]と[2]の場合には、以下の部数を印刷することとなります。

“筆者・編集者必要分（選択出来ます）＋他大学等への発送分（KR：160部、TR：152部）＋図書確保分（30部）”

よって、最低でもKR：190部、TR：182部印刷されることとなります。一方、[3]の場合には、以下の部数を印刷することとなります。
“筆者・編集者必要分（選択出来ます）＋図書確保分（40部）”

この場合、他大学等への発送はいたしませんが、最低でも図書確保分の40部は印刷しなくてはなりません。このための費用も投稿責任者の負担となりますので御注意ください。
データベースへの登録についての選択は基本的には投稿者に委ねますが、[1]はオリジナルな研究レポート等を、[2]は研究会で発表を行ったパワーポイントファイル等を集めたようなものを想定しています。投稿者は投稿規定を熟読し、投稿者の責任で著作権に触れるものは掲載しないようにしなくてはなりません（例えば、研究会のパワーポイントファイルで許可を得ないで使用している論文中の図や写真等の不適切なものは投稿者の責任で削除する）。さらに、添付の著作権譲渡の署名を著者から責任をもって集める必要があります。これらが困難な場合には、[3]を選択することになりますが、その場合には出版にかかる費用を全額投稿者に負担してもらうというものです。なお、INISに入力する文献の取扱については以下のようにさせていただきます。
***INISに入力する文献の取扱について***
1. アブストラクトが無い場合 

5ページ以内（英文は6ページ以内）のもの： アブストラクトを入力しない「短信」扱いとして処理する。 

6ページ以上（英文は7ページ以上）のもの： INISで外注により、独自のアブストラクトを作成する。 

（意図しないアブストラクトが作成される可能性もあるので、アブストラクトを付けておくことを推奨します。）

2. 文献に英文タイトルがない場合 

INISでタイトルを英訳する。（「短信」扱いの場合も同様）
（英訳の際に、本来著者が意図する用語とは違う言葉に翻訳してしまう可能性もあるので英文タイトル・アブストラクトは著者の方に作成することが望ましい）
3. OHP（パワーポイントファイル）をそのまま載せたようなレポートの場合
文献を個別には入力せず、レポート1冊で一つのデータとして入力する。ただし、個別のOHP（パワーポイントファイル）にアブストラクトが付いている場合は、例外的に各文献を個別に入力する場合もある。
最低限、本文・タイトル・著者名（日本語・英語問わず）の記入があればINISへの入力が可能
